
集計時期　令和6年２月

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ 改善目標、工夫している点など

1

利用定員が指導

訓練室等スペー

スとの関係で適

切であるか

10 1

人数の多い日や過ごしの内容によっては、台所や和室などにも分かれて適切なスペースにて過ご

せるようにしている。

(改善目標)

今後も引き続き、安全確保を第一に努めていく。

2
職員の配置数は

適切であるか
10 1

利用児の人数に合わせた職員確保を行い、安全確保出来る配置数を心がけている。

(改善目標)

複数の部屋で行動している時には、死角になる場所もあるので、声掛けや目を向けられる職員配

置が必要。子どもたちだけにならないように、また状況把握が確実に行えるように、職員同士で

声も掛け合いながら各自意識した支援を心がける。

3

事業所の設備等

について、バリ

アフリー化の配

慮が適切になさ

れているか

2 5 4

年々老朽化が感じられている。賃貸のためリフォーム等出来ることが限られているが、可能な部

分は対応して頂いている。段差が多いも、職員が常に注意をはらうことで、バリアフリー化に努

めている。                                                                 (改善目標)

老朽化に関して、可能な対策を行い安全確保に努める。今後も賃貸会社へも話をして、現状確認

と共に、修繕等可能な部分はお願いしていきたい。

4

業務改善を進め

るためのPDCA

サイクル（目標

設定と振り返

り）に、広く職

員が参画してい

るか

8 3

勤務開始時にパート職員へも、活動内容と共に行う目的なども含め伝えるようにしている。長期

休暇前後、または必要に応じて、定期的に職員会議を行っている。常勤に加えて、パート職員も

参加のもと行っている。また、日々の反省・気になることがあれば、日々の事務時間に話し合っ

ている。参加出来ていない者については、資料にて確認し情報共有に努めている。

(改善目標)

職員全体で共通認識が強化できるように、全員参加を目指す。そのため、会議日やケース会議日

など、大体の年間予定を予め計画出来るようにしていきたい。

5

保護者等向け評

価表を活用する

等によりアン

ケート調査を実

施して保護者等

の意向等を把握

し、業務改善に

つなげているか

9 2

年一回のアンケート実施ではあるが、実施・把握に努めている。昨年度はご指摘頂いた室内の一

部改修を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(改

善目標)

改善しきれていないこともあるので、確実に改善実施出来るように引き続き努めたい。

6

この自己評価の

結果を、事業所

の会報やホーム

ページ等で公開

しているか

11

ホームページにて公開出来ている。

7

第三者による外

部評価を行い、

評価結果を業務

改善につなげて

いるか

7 2 2

外部評価は現段階では取り入れていない。

(改善目標)

必要に応じて、外部評価の取り入れも今後検討していく。

8

職員の資質の向

上を行うため

に、研修の機会

を確保している

か

3 7 1

資格取得のための案内や支援はある。研修へは必要とする職員がいっている。子どもをしっかり

見ることで対応していくことは大事だが、外からの知識、知見をも得る必要はあるだろう。

(改善目標)

事業所内個々の介助法も含め、細かなところから研修という形で、学びの場を計画・実施する。

また外部研修へも参加出来るよう努める。

環

境

・

体

制

整

備

業

務

改

善
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9

アセスメントを

適切に行い、子

どもと保護者の

ニーズや課題を

客観的に分析し

た上で、放課後

等デイサービス

計画を作成して

いるか

11

年2回面談実施にて、ニーズ、課題の確認を行っている。可能な児童については、本児と話すこと

もある。また、保護者から個別面談ご希望の際は実施している。アセスメント用紙記入について

は、契約時に行っているも更新が出来ていないことはあるが、日々の関わりや毎日の記録より更

新された状況を計画書の方へ反映させ、作成している。

(改善目標)

今後も引き続き、日々の関わりからしっかり見極め、必要に応じては面談実施の促しも行ってい

きたい。事業所からも変化に気づいた際は保護者様へお伝えし、共有していけるよう努める。ア

セスメント用紙の内容更新についても、保護者様にもご協力頂き行っていきたい。

10

子どもの適応行

動の状況を図る

ために、標準化

されたアセスメ

ントツールを使

用しているか

10 1

聞き取りや行動観察による状況把握がほとんどである。最小限の流れを視覚的に伝えるツールの

使用は行っている。(送迎表、過ごしの流れ、活動内容など文字・ボードに示して表示)

(改善目標)

現段階、現状で問題点は上がっていない。必要に応じて、内容更新は行っていく。

11

活動プログラム

の立案をチーム

で行っているか

9 2

軸となるスタッフを中心として立案。場合によっては、全体で内容修正、具体化して決定してい

る。最近はパートスタッフからも意見を頂いたり、チーム支援として意識が高まっているかなと

感じることもある。

12

活動プログラム

が固定化しない

よう工夫してい

るか

11

児童より人気のある内容や、保護者からのご希望によってイベント活動等は恒例化しているプロ

グラムもある。毎回新しいことへも挑戦出来るように組み込んでいる。固定化しないように過去

のプログラムも確認している。

13

平日、休日、長

期休暇に応じ

て、課題をきめ

細やかに設定し

て支援している

か

10 1

平日は、限られた時間内で出来る取り組みを設定し、何を目的として実施するかまで考え設定す

ることを心がけている。また、活動、宿題、自由時間等はしっかりと時間、流れを決めて、メリ

ハリを持った過ごし設定を心がけている。休日も活動設定はしているが、休日としてリラックス

できる空間の提供にも心がけている。長期休暇については、一日と長い来所時間にもなるため

為、AM個人課題、PM集団活動など細かな設定に努めている。

14

子どもの状況に

応じて、個別活

動と集団活動を

適宜組み合わせ

て放課後等デイ

サービス計画を

作成しているか

10 1

各児童に応じて、必要とする課題を見極めて作成している。

15

支援開始前には

職員間で必ず打

合せをし、その

日行われる支援

の内容や役割分

担について確認

しているか

9 2

出勤時間、送迎時間の関係もあり、細かな役割分担などはしっかりと時間を設けて行うことは出

来ずな状況だが、情報共有ボードがあり文面にて当日の流れ、役割分担の周知・確認が出来てい

る。ボードで確認し、流れを把握した上で業務へ入れている。重要な時は、各自口頭にて再確認

もする。出勤していない日の必要な申し送り事項については、以後も確認出来る形をとってお

り、周知を呼びかけている。

16

支援終了後に

は、職員間で必

ず打合せをし、

その日行われた

支援の振り返り

を行い､気付い

た点等を共有し

ているか

6 5

 勤務体制上、全体では行えていないが、可能な職員でケース記録記入時に話し合いをしたり、当

日が難しければ翌日に話し合いを行っている。  気づいた点については、翌日になっても随時共有

している。すぐに共有必要な内容については電話連絡するなどしている。パート職員からも、後

日気になることは申し送りや相談してくれることも増えている。

(改善目標) 今後も当日の振り返りが難しい状況であっても、共有ボードへ確実に記載、翌日一番

に再度全体で振り返る時間を設けるなどして、確実に伝達、共有出来るよう努める。

17

日々の支援に関

して正しく記録

をとることを徹

底し、支援の検

証・改善につな

げているか

11

子どもの姿がわかるように、計画書に沿った内容ある記録記入を心がけている。支援内容ととも

に、支援の結果まで記録し次へ繋げていけるように気を付けている。最近は記録者以外も目を通

すようにしており、必要に応じて支援に重要である内容を書き足すこともある。モニタリング時

期には、記録から、支援の振り返りもおこない改善へとつなげている。

(改善目標)

個々により読み返す頻度の差もあるため、定期的に全体が見直し出来るよう周知していく。ケー

ス会議において、記録も有効活用出来ると思うので、定期開催に努める。

適

切

な

支

援

の

提

供



18

定期的にモニタ

リングを行い、

放課後等デイ

サービス計画の

見直しの必要性

を判断している

か

10 1

半年に1度のペースではあるが、見直し・更新をおこなっている。

(改善目標)

個々によっては短期間でのモニタリングの必要性もあるかと思うので、適切な時期にしっかり行

えるよう努める。

19

ガイドラインの

総則の基本活動

を複数組み合わ

せて支援を行っ

ているか

10 1

出来ているとは思うが、ガイドラインの内容を完ぺきに把握できていないため、再度しっかり確

認する。また、職員間で把握具合いも差が大きいと思う。

(改善目標)

全体で把握できるようガイドラインの再確認を行う。また、定期的にガイドラインに沿って全体

での振り返りを行い、意識の向上に努めたい。

20

障害児相談支援

事業所のサービ

ス担当者会議に

その子どもの状

況に精通した最

もふさわしい者

が参画している

か

11

現場をしっかり見ている者が参加している。会議までに職員間で意見を出し合い、全体の意見を

もって参加するようにしている。

21

学校との情報共

有（年間計画・

行事予定等の交

換、子どもの下

校時刻の確認

等）、連絡調整

（送迎時の対

応、トラブル発

生時の連絡）を

適切に行ってい

るか

10 1

基本的には、各保護者様からご連絡頂くようお願いはしているが、送迎時、必要に応じて学校で

確認している。また行事月は、ホームページなども確認行いながら、事前に把握することも心が

けている。

22

医療的ケアが必

要な子どもを受

け入れる場合

は、子どもの主

治医等と連絡体

制を整えている

か

該当なし。医療的ケアが必要な子供の受け入れを行っていない。

23

就学前に利用し

ていた保育所や

幼稚園、認定こ

ども園、児童発

達支援事業所等

との間で情報共

有と相互理解に

努めているか

5 4 2

直接保護者様からの問い合わせが多く、保護者様から情報をお聞かせ頂くことがほとんどである

も、今後もこのような機会があれば大切にし、積極的に情報共有・相互理解に努めていきたい。

24

学校を卒業し、

放課後等デイ

サービス事業所

から障害福祉

サービス事業所

等へ移行する場

合、それまでの

支援内容等の情

報を提供する等

しているか

7 3 1

今年度は会議などへの招集、対象となるケースはなかったが、機会がある際には積極的に行って

いきたい。

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携



25

児童発達支援セ

ンターや発達障

害者支援セン

ター等の専門機

関と連携し、助

言や研修を受け

ているか

8 3

必要に応じて連絡を行い助言頂ける機関もあるが、各児童の相談員・担当職員の把握にばらつき

がある。

(改善目標)

個々の確認を行い、連携出来る体制を整えられるよう努める。研修についても機会があれば受け

たい。

26

放課後児童クラ

ブや児童館との

交流や、障害の

ない子どもと活

動する機会があ

るか

1 5 5

機会を設定したことがない。

(改善目標)

長期休暇時等イベント計画を行い、地域の児童クラブを招待したり、地域学校へ放課後時間交流

の機会をと働きかけられるよう検討したい。

27

（地域自立支

援）協議会等へ

積極的に参加し

ているか

3 7 1

なかなか参加出来ていない現状である。

(改善目標)

積極的に参加出来るよう努める。

28

日頃から子ども

の状況を保護者

と伝え合い、子

どもの発達の状

況や課題につい

て共通理解を

持っているか

11

送迎時にお伝えしたり、連絡帳へ気づきとして記入させて頂くこともある。お仕事などでお出会

い出来ないご家庭においても、必要な際には電話やメールにてご連絡しお伝えするようにしてい

る。また、ご家庭からも困っていることなどお聞きかせ頂けることもあり、共通理解に努めてい

る。

(改善目標)

今後も引き続き、当日にしっかりお伝えして、共通した状況把握が出来るよう努める。

29

保護者の対応力

の向上を図る観

点から、保護者

に対してペアレ

ント･トレーニ

ング等の支援を

行っているか

8 2 1

相談を受けた際には、助言、日々の姿もお伝えさせて頂き、こちらでの対応方法も共有させて頂

いている。事業所、ご家庭にて統一した支援を行えるよう心がけている。

30

運営規程、支援

の内容、利用者

負担等について

丁寧な説明を

行っているか

9 2

ご契約時、書面・口頭での説明にてお伝えしている。

31

保護者からの子

育ての悩み等に

対する相談に適

切に応じ、必要

な助言と支援を

行っているか

11

日々の送迎時や定期面談時期に、ご相談あれば応じさせて頂いている。ご希望があれば、個々で

面談時期でなくても時間を設けさせて頂くようにもしている。その場で助言が行えない時には、

現場で話し合いのもと、改めてお伝え出来るように心がけている。連絡帳へ記入してくださるこ

ともあり、他スタッフへも報告のもと適切に応じられるよう気を付けている。

32

父母の会の活動

を支援したり、

保護者会等を開

催する等によ

り、保護者同士

の連携を支援し

ているか

4 6

コロナ禍により開催出来ていなかった保護者同伴の夏祭りだが、今年度は開催することが出来

た。初めてご参加となる方も多かったが、保護者様同士関われる機会は設けられたかと思う。

(改善目標)

保護者様のご負担になり過ぎないよう配慮しながらも、保護者様同士連携のとれる環境整備に努

めたい。

33

子どもや保護者

からの苦情につ

いて、対応の体

制を整備すると

ともに、子ども

や保護者に周知

し、苦情があっ

た場合に迅速か

つ適切に対応し

ているか

10 1

契約時に、苦情対応についての記載と照らし合わせて口頭でもお伝えしている。実際にご指摘等

頂く場合は、連絡帳やメールでのやりとりが主となっていることもあるが、必要に応じて電話連

絡、送迎時にお会いして伝えるなどの形を基本として対応している。ご納得頂けるまで数日にわ

たり話をお聞きし、職員間で話し合い後返答をさせて頂くなどして対応している。今後の対応に

ついては、しっかりご家庭へお伝えするように努めている。

関

係

機

関

や

保

護
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34

定期的に会報等

を発行し、活動

概要や行事予

定、連絡体制等

の情報を子ども

や保護者に対し

て発信している

か

11

会報の発行はしていない。ご利用者限定で、申請された方のみ閲覧可能なインスタグラムを開設

し、日々の活動の様子を投稿している。顔出し許可頂いている方については、表情もわかるよう

に掲載している。ホームページは更新滞っている現状である。行事予定など、平日に関しては基

本お配りしていないが、土曜日・長期休暇については、持ち物等も日々異なるため、書面にて配

布するようにしている。またイベント外出などは、事前に別紙で詳細を配布するようにもしてい

る。                                                                                                                                          改善

目標)

随時更新できるよう努める。また、機会があればご利用者・保護者様の意向もお聞きしながら、

色々アップデートしていきたい。

35 個人情報に十分注意しているか 11
ご利用者同士の交友関係もあり、判断等が難しく、もしかすると注意の欠けていることもあるか

もしれない。今後も引き続き、全体でしっかり意識を持って注意していく。

36

障害のある子ど

もや保護者との

意思の疎通や情

報伝達のための

配慮をしている

か

11

子どもへの伝達方法として視覚からの見通しも考え、最小限・簡潔なものであるが、過ごしの流

れ表・送迎表など取り入れている。また、保護者の方とのやり取りについて、必要に応じては、

口頭のみならず書面化してお伝えすることもある。

37

事業所の行事に

地域住民を招待

する等地域に開

かれた事業運営

を図っているか

2 6 3

地域の方々を招待するまでは出来ていない。だが、子供達と外部との繋がりは広げていきたいと

考えているため、繋がりのある他事業所などへ依頼して、季節行事活動の際にはご協力頂いたこ

とは過去にあるが、コロナ禍より遠ざかっているままとなっている。

(改善目標)

参加して頂けそうな行事を検討・地域の方へご相談していきたい。

38

緊急時対応マ

ニュアル、防犯

マニュアル、感

染症対応マニュ

アルを策定し、

職員や保護者に

周知しているか

10 1

作成出来ていないマニュアルもある為、早急に作成する。また、マニュアルについては、誰もが

見れる状態になっているが、把握出来ていない職員もいるのではと思う。

(改善目標)

未作成にマニュアルについては早急に作成する。また、再度職員全体が把握出来るよう努める。

39

非常災害の発生

に備え、定期的

に避難、救出そ

の他必要な訓練

を行っているか

10 1

定期的に活動で取り入れて避難訓練を行っている。実際に避難行動をしたり、資料にて理解を深

める内容にて取り組んでいる。　　　　　                                         　(改善目標)

今後も、訓練がマンネリ化しないよう、色々なパターンを想定して取り組んでいく。児童のみな

らず、職員の動きについてもしっかり話し合いを行い、確実な動きが出来るようにする。

40

虐待を防止する

ため、職員の研

修機会を確保す

る等、適切な対

応をしているか

5 4 2

研修としては行えていない。日々の支援の中で、行き過ぎた支援にならないよう、気になる支援

方法や話し方などについては、全体や個別に指導する機会を設けている。

(改善目標)

研修機会の確保が難しい際でも、日々を振り返り話し合う機会を会議日などにも設けて、それぞ

れが意識出来るよう努める。

41

どのような場合

にやむを得ず身

体拘束を行うか

について、組織

的に決定し、子

どもや保護者に

事前に十分に説

明し了解を得た

上で、放課後等

デイサービス計

画に記載してい

るか

6 4 1

多動性障がい児、重度行動障がい児において、危険に繋がる行為となる際は、行動静止をさせて

頂く主旨は、計画書提示の際に書面にてお伝えさせて頂き了承を得ている。

(改善目標)

必要に応じて、計画書への記載をしっかり行う。

42

食物アレルギー

のある子どもに

ついて、医師の

指示書に基づく

対応がされてい

るか

7 2 2

医師の指示書まで提出されている方は居ないが、アレルギーについては保護者様より聞き取りに

て確認している。確認している分については、目の行き届くところへ記入して、提供しないよう

対応している。

(改善目標)

契約時以来、更新されていいない情報もあると考えられるため、定期的に確認・更新する時期を

検討したい。

43

ヒヤリハット事

例集を作成して

事業所内で共有

しているか

10 1

事例に携わった職員が記入することにしている。事例として挙がった際には、全体会議で討論し

たり、共有ボードにて全職員に周知出来るよう、閲覧を促し共有している。

(改善目標)

今後も常勤職員のみでなく、職員全体がしっかり把握出来るよう努める。
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